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一般会計歳入

◎市税…市民税や固定資産税、都市計画税、軽自動車税、
市たばこ税、特別土地保有税、入湯税があり、市の収
入の５分の１を占めています。
◎地方交付税…市が行わなければならない行政サービス
を実施するため、財政状況に応じて国から配分される
お金。
◎使用料及び手数料…ごみ処理手数料や建築確認手数料、
戸籍手数料など、利用した方が納める受益者負担金。
◎国庫（道）支出金…交付金や補助金、委託金があり、
市が事業や事務を行うために国や道から交付されるお
金。
◎繰入金…基金（家庭でいうと貯金）を取り崩して使用
するお金。
◎諸収入…貯金の利子や貸付金の回収元金、利子、福祉
施設に入所している方に負担金として納めていただく
お金など。
◎市債…施設や道路などを整備する際、通常の財源だけ
でまかなうのが困難なため、借り入れするお金。
◎その他…自動車重量税や消費税などの税金の一部が国
から交付されるお金など。

◎議会費…市議会に関することに使うお金。
◎総務費…国際交流や各地域との交流、広報広聴活動な
どに使うお金。
◎民生費…福祉に関することに使うお金。
◎衛生費…健康や予防、ごみなどの処理に関することに
使うお金。
◎労働費…労働に関することに使うお金。
◎農林水産業費…農業や水産業に関することに使うお金。
◎商工費…商工業に関することに使うお金。
◎土木費…都市基盤整備に関することに使うお金。
◎消防費…火災や救急業務に関することに使うお金。
◎教育費…教育に関することに使うお金。
◎公債費…長期借入金の返済に使うお金。
◎給与費…職員の給与に使うお金。
◎予備費…予備のお金。

一般会計歳出

一般会計歳入 （単位：万円）

平成１５年度
当初予算額

平成１６年度
費　　目

構成比当初予算額
５０６，２７８ ２０．３５０８，０３７市 税
５３４，０００ １９．０４７６，８００地 方 交 付 税
６５，２０４ ２．８７０，２５６使用料及び手数料
２７６，９１４ １１．４２８４，５９６国 庫 支 出 金
２３５，８３５ １８．５４６４，３１９道 支 出 金
１５９，０１６ ６．８１７１，０１６繰 入 金
１１４，９７３ ３．８９４，７８５諸 収 入
３９９，７００ １１．８２９４，５７０市 債
１２０，０８０ ５．６１４１，６２１そ の 他
２，４１２，０００ １００．０２，５０６，０００合　　　計

一般会計歳出 （単位：万円）

平成１５年度
当初予算額

平成１６年度
費　　目

構成比当初予算額
１７，５０７ ０．７１６，９２３議 会 費
１００，０３４ ３．９９８，４８５総 務 費
５３５，３６０ ２３．７５９３，７２４民 生 費
２６６，４９６ ４．８１１９，５０８衛 生 費
１４，２８４ ０．６１４，７５３労 働 費
８，２７４ ０．３８，３０７農林水産業費
６６，６０５ １．５３６，８４６商 工 費
３８８，１１９ ２４．１６０５，２５１土 木 費
１３，４９７ ０．６１５，２７０消 防 費
２２０，７６６ ５．５１３８，４１７教 育 費
２９０，７８６ １５．４３８４，９９１公 債 費
４８５，２７２ １８．７４６８，５２５給 与 費
５，０００ ０．２５，０００予 備 費

２，４１２，０００ １００．０２，５０６，０００合　　　計

市税
20.3％

地方交付税
19.0％

使用料及び手数料
2.8％国庫支出金

11.4％

道支出金
18.5％

繰入金
6.8％

諸収入
3.8％

市債
11.8％

その他
5.6％

歳入

議会費
0.7％

総務費
3.9％

民生費
23.7％

衛生費
4.8％

労働費　0.6％
農林水産業費
0.3％

商工費　1.5％
土木費
24.1％

消防費
0.6％

教育費
5.5％

公債費
15.4％

給与費
18.7％

予備費
0.2％

歳出



�国民健康保険特別会計
国民健康保険加入者の
医療費の一部助成や各種
検診の助成、健康づくり
などの事業を行います。

�学校給食事業特別会計
市内の小・中学校や保育所に給食を調理・配送し、
子どもたちの栄養を満たすことができるおいしい給
食を提供します。

�公共下水道事業特別会計
都市基盤整備の一環である公共下水道を整備します。本年度は、美園
町、若草町、栄町、幸町方面の下水道を整備します。この整備で、登別
市の下水道普及率は８４㌫、整備面積は９５９㌶になります。
登別地区の汚水を中継するための幌別ポンプ場は、平成１５年度から今

年度までの２カ年で建設を行い、平成１７年度の供用開始を予定していま
す。
若山浄化センターは、水処理施設の増設を行います。公共下水道整備
区域外となる『個別排水処理区域』では、住民の要望により市が浄化槽
を設置・維持管理をする『個別排水処理施設整備事業』を平成１６年度か
ら行います。
�老人保健特別会計

高齢者の医療費軽減を図るため、医療費の一部助成などを行います。
�簡易水道特別会計

札内地区などの飲料・営農用水施設の整備を行います。
�介護保険特別会計

介護が必要な高齢者などを対象に、在宅や施設での介護サービスを行
います。
�水道事業会計

安全で良質な水の供給や新配水池の建設、配水管の整備などを行いま
す。

予算のポイント

�

まちづくりカタログ

　　　　　　　まちの予算

特別会計・事業会計
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平成１６年度各会計予算総括表 （単位：万円）
平成１５年度
当初予算額

平成１６年度
会　計　区　分

構成比当初予算額
２，４１２，０００５５．０２，５０６，０００一 般 会 計
１，８１８，１００４１．５１，８９１，８７０特 別 会 計
５３２，４２０１３．０５９３，１３０国民健康保険
３５，６８００．７３４，０９０学校給食事業
３７４，６２０７．５３３９，５８０公共下水道事業
６２４，０００１４．４６５７，０４０老 人 保 健
４，９５００．１４，７７０簡易水道事業

２４６，４３０５．８２６３，２６０介 護 保 険
１６５，５１３３．５１５８，４２０水 道 事 業 会 計
９４，２４０２．１９５，０４０収 益 的 支 出
７１，２７３１．４６３，３８０資 本 的 支 出

４，３９５，６１３１００．０４，５５６，２９０総　　　合　　　計


